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2018 年 12 月の漁業法の改正に伴い我が国の資源

評価対象魚種が拡大され，2021 年度にイトヨリダイ

Nemipterus virgatus が対象種として新たに加えられ

た．資源評価を行ううえで対象種の漁獲量は重要な

情報であり，対象種以外が混じって水揚げされる場

合，その程度によっては漁獲量の正確な把握が難し

くなる．島根県では，イトヨリダイは主に底びき網

漁業や釣り・延縄漁業で漁獲され，近縁種であるソ

コイトヨリ N. bathybius も混獲される場合がある．

そのため，市場で「イトヨリダイ」という名称で水

揚げされるもの（以下，イトヨリダイ類）の中にソ

コイトヨリがどの程度混じるのかについて調べてお

く必要がある． 
本報告では，島根県に水揚げされるイトヨリダイ

の漁獲動向を整理するとともに，2021～2023 年の間

に県内主要市場において市場調査を行い，イトヨリ

ダイ類中のソコイトヨリの混じりの実態を調べた．

さらに，漁場における両種の混獲状況について釣獲

調査およびトロール調査により調べた． 
 

方法 

 
漁獲統計調査 漁獲管理情報処理システム 1,2)（以

下，漁獲情報システム）では，イトヨリダイとソコ

イトヨリが合算された漁獲量しか得られない仕様の

ため，漁獲情報システムの元データである市場の販

売データからそれぞれの漁獲量を集計した．なお，

販売データ上の品名である「いとより」もしくは「い

とよりだい」はイトヨリダイ，「ばけいとより」はソ

コイトヨリにあたる． 

市場調査 本県でイトヨリダイを水揚げする主要

漁業種類は小型底びき網漁業（以下，小底），釣り・

延縄漁業（以下，釣り・延縄）および沖合底びき網

漁業（以下，沖底）であり（後述），これら 3 種の漁

業種類で県全体のイトヨリダイ漁獲量の 96～100%
を占める．調査地は石見地区東部の大田市場と石見

地区西部の浜田市場の 2 市場とした（図 1）．これは

2016～2020 年のイトヨリダイの漁獲量において，前

者が小底の 85～99%を，釣り・延縄の 57～84%を占

め，後者が沖底の 34～92%を占めることから選定し

た．これら2つの市場において，2021～2023年の間，

イトヨリダイ類を対象にソコイトヨリの混在実態を

調査した（表 1）．市場におけるイトヨリダイ類の銘

柄は，（1）立銘柄（箱内に 1 種類の魚体が整列して

入れられた銘柄），（2）バラ銘柄（箱内に 1 種類の魚

体が整列せずに入れられ，一箱あたりの入数が不定

の銘柄）および（3）入合銘柄（箱内に複数魚種が一

緒に入れられ，一箱あたりの入数が不定の銘柄）の

3 種類に大別される．立銘柄は，大田市場（釣り・延

縄，小底）では一定の重量に対する漁獲物の「入数」

で区分され，スチロール箱にそれが表記される．一

方，浜田市場（沖底）では立銘柄の重量は一定では

なく，スチロール箱の場合は整列された漁獲物の「段

数」あるいは「段数×1 段あたりの整列数」で区分

され，それが箱に表記される．木箱の場合は，1 段

あたりの整列数が箱内で一定でないことが多く，「段

数」で区分され，箱への表記はない．つまり，スチ

ロール箱では箱への表記により一箱あたりの入数が

把握できるが，木箱ではその把握が容易ではない． 
本調査ではイトヨリダイ類の立銘柄とバラ銘柄を
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調査対象とし，それらの銘柄に混在するソコイトヨ

リの割合（以下，混在割合）を下式により算出した． 
 
混在割合＝（ソコイトヨリの水揚尾数）／（イト

ヨリダイ類の水揚尾数）×100 
 

入合銘柄は調査対象としたが，混在状況の把握の

み行い，漁業者が両種を混同して一緒に入れている

か否かの判別がつかないため，混在割合の算出には

含めなかった．イトヨリダイおよびソコイトヨリの

判別は，側線始部の赤色斑の有無 5）（図 2 の写真 A）

により行った．イトヨリダイには赤色斑が有る一方，

ソコイトヨリにはそれが無いことから，この判別ポ

イントにより，立銘柄であれば箱内の全数を視認す

ることは市場でも容易である．種判別は原則水揚物

の全てを対象に行ったが，水揚箱数が多い場合は銘

柄単位でその一部を対象とし，銘柄別箱数を掛けて

水揚尾数を推定した．また浜田市場の沖底のバラ銘

柄については，市場で全数の種判別・入数の計数が

難しい場合，ランダムに抽出した一箱あたり 39～50
尾を対象に種判別を行った．この場合の一箱あたり

の入数は，2022 年 11 月 18 日に浜田市場で調査を行

った沖底のバラ銘柄 4 箱の平均入数 101 尾とした．

市場での体長測定は，大田市場（釣り・延縄，小底）

ではメジャー（尾叉長，1 cm 単位），浜田市場では

パンチング（尾叉長，1 mm 単位）により行った． 

図 1．調査地点図 
図中の〇は標本船による釣獲調査，△はトロール調査のそれぞれの地点を，点線は水深
50 m ごとの等深線を示す．背景図は国土地理院の行政区域データ 3)を，等深線は日本
海洋データセンターの 500 m メッシュ水深データ 4)を使用して作図した． 

黒松漁港

浜田市場

大田市場

表 1．市場調査の実施状況および調査結果 

混在

割合

（％）

2021年11月5日 釣り・延縄 9隻 28 / 28 0 / 0 - 74 / 74 7 / 7 101

小底A 28 / 28 0 / 0 - 0 / 0 0 / 0 28

小底B 9 / 9 0 / 0 - 15 / 15 0 / 0 24

2022年11月29日 釣り・延縄 7隻 159 / 159 0 / 0 - 11 / 11 5 / 5 - 

小底C 97 / 411 0 / 0 - 0 / 0 0 / 0 97

小底D 102 / 259 1 / 1 0.39 0 / 0 0 / 0 102

2023年2月24日 小底E 61 / 61 0 / 0 - 25 / 25 0 / 0 86

2021年11月10日 沖底F 528 / 590 0 / 0 - 8 / 8 0 / 0 - 

2021年11月19日 沖底G 560 / 560 0 / 0 - 35 / 35 0 / 0 - 

2021年12月1日 沖底F 1,099 / 1,303 11 / 12 0.92 22 / 22 0 / 0 - 

沖底G 492 / 645 0 / 0 - 0 / 0 0 / 0 - 

2022年11月17日 沖底H 389 / 389 0 / 0 - 0 / 0 0 / 0 59

2022年11月18日 沖底F 2,205 / 2,205 1 / 1 0.05 0 / 0 0 / 0 327

*1　アルファベットは船の識別を表す

*2　下線のある水揚尾数は推定値

*3　体長測定は実施せず

体長

測定

尾数

浜田

市場

大田

市場

調査対象調査日市場

入合銘柄

イトヨリダイ類の

判別尾数

/水揚尾数

イトヨリダイ類の

判別尾数

/水揚尾数

うちソコイトヨリの

同定尾数

/水揚尾数

うちソコイトヨリの

同定尾数

/水揚尾数

立銘柄とバラ銘柄

*1

*2

*3
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釣り漁場での標本船による釣獲調査 釣り漁業の

漁場での両種の混獲状況を把握するため，2023 年 6
月～2024 年 8 月の間，江津市の黒松漁港沖の水深 60
～90 m（図 1）で操業する漁船（総トン数 1.78 トン）

に，釣獲された全てのイトヨリダイとソコイトヨリ

の尾叉長（1 mm 単位）の体長測定を依頼した．釣獲

には 1 本の仕掛けに 4 本の枝針（チヌ針 6 号，餌は

オキアミもしくはホタルイカ）を付けた立て釣り漁

具が用いられた． 
底びき網漁場でのトロール調査 底びき網漁業の

漁場での両種の混獲状況を把握するため，2021 年 11
月 15～17 日に本県～山口県沖合の水深 110 m 台～

図 2．イトヨリダイ類の判別ポイントとソコイトヨリの混じりが確認された銘柄の写真 
写真 A はイトヨリダイにあって，ソコイトヨリにはない側線始部の赤色斑（破線の丸囲み），写
真 B～D は大田市場の釣り・延縄の入合銘柄（2021 年 11 月 5 日），写真 E は大田市場の小底のバ
ラ銘柄（2022 年 11 月 29 日），写真 F～H は浜田市場の沖底の立銘柄（木箱 6 段：写真 F，木箱 8
段：写真 G），バラ銘柄（写真 H）（2021 年 12 月 1 日）．矢印はソコイトヨリを示す． 
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130 m 台の 7 地点（図 1）で試験船・島根丸（総トン

数 142 トン）によるトロール調査（船速 3.0 ノット，

曳網時間 30 分間）を行った（表 2）．曳網終了後，

CTD（ASTD150，JFE アドバンテック株式会社）を

投下し底層の水温を測定した．採集されたイトヨリ

ダイとソコイトヨリはパンチングあるいはスケール

により尾叉長（1 mm 単位）を測定した． 
 

結果 

 

漁獲動向 島根県における 2007 年以降のイトヨ

リダイの漁獲量（属人）は，2013 年までは 38～57 ト

ンで推移したが，2014 年に 10 トンに急減した（図

3）．その後，2015 年は 9 トン，2016 年は 11 トンと

低い水準が続いたが，2017 年以降は増加傾向に転じ，

2022 年は最高値の 71 トンとなった．2023 年は前年

より減少して 48 トンであるが，高い水準を維持し

ている．地区別でみると，石見地区での漁獲量が平

均して全体の 7 割，出雲地区での漁獲量が全体の 3
割を占める．隠岐地区での漁獲は年間 0.01～0.4 トン

であり，石見・出雲地区に比べると非常に少ない． 
漁業種類別では小底，釣り・延縄および沖底の 3

つの漁業種類で県全体のイトヨリダイの漁獲量の

96～100%を占める．2013 年までは小底による漁獲

量が 19～38 トンで県全体の 50～73%を占め，次い

で釣り・延縄が 7～17 トンで県全体の 17～45%を占

めた．漁獲量が増加に転じた 2017 年以降，釣り・延

縄の漁獲割合は 10～30%に低下する一方で，沖底の

漁獲割合は 2007～2013年の 1～11%から 17～26%に

上昇した．最高値となった 2022 年は，小底（52 ト

ン）と沖底（12 トン）ともに 2007 年以降で最高値

であった（図 3）． 
直近 3 年間（2021～2023 年）の月別平均の漁獲動

向をみると，小底では秋季（9～11 月）に，沖底では

主に春季（2～5 月）と秋季（10～12 月）に漁獲量が

多い．釣り・延縄では周年漁獲があるが，12 月と 1
月は漁獲量が減る傾向であった（図 4）． 
イトヨリダイ類の合計漁獲量に占めるソコイトヨ

リの漁獲量の割合は，2007 年の 6.5%から 2008 年に

1.8%に一旦減少したが，2009 年から増加し 2010 年

にピークとなる 22.0%になった。2011 年から再び減

少し 2013 年は 7.3%になり，さらに 2014 年に急減

し，以降は1%を下回る状況が続き，2021年は 0.4%，

2022 年は 0.9%，2023 年は 0.5%であった（図 5）．ソ

コイトヨリの漁獲量が多かった 2009～2013 年（3～
13 トン）はほとんどが石見地区東部の小底によるも

のであり，その割合は県全体の 94～98%を占めた．

また，浜田市場の沖底では 2007～2023 年の間，ソコ

イトヨリとしての水揚げはなかった． 

表 2．トロール調査の実施状況 

時刻 緯度・経度 水深（m） 時刻 緯度・経度 水深（m）

A１ 2021年11月15日 30 12:02 35°18.17′ 135 12:32 35°17.63′ 136 11.2 採集されず

131°31.49′ 131°33.14′

A2 2021年11月15日 30 13:22 35°17.16′ 134 13:52 35°17.48′ 133 12.2 採集されず

131°32.79′ 131°31.09′

B1 2021年11月16日 30 7:31 35°14.38′ 129 8:01 35°13.72′ 131 9.4 採集されず

130°36.33′ 130°34.70′

B2 2021年11月16日 30 8:48 35°14.72′ 131 9:18 35°15.52′ 131 9.1 採集されず

130°34.24′ 130°35.78′

C1 2021年11月16日 30 12:26 34°45.75′ 121 12:56 34°44.29′ 121 17.8 採集されず

130°35.53′ 130°35.41′

C2 2021年11月16日 25 14:32 34°44.24′ 127 14:47 34°44.98′ 127 17.8 イトヨリダイ3尾

130°34.46′ 130°34.49′

D1 2021年11月17日 30 6:24 34°55.65′ 111 6:54 34°55.56′ 113 21.2 イトヨリダイ45尾

131°30.65′ 131°32.47′ ソコイトヨリ3尾

採集状況
底水温

（℃）

曳網時間

（分）
調査日

調査

海域

曳網開始 曳網終了

図 3．イトヨリダイの漁業種類別の漁獲動向 
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131°32.79′ 131°31.09′
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130°35.53′ 130°35.41′

C2 2021年11月16日 25 14:32 34°44.24′ 127 14:47 34°44.98′ 127 17.8 イトヨリダイ3尾
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採集状況
底水温
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調査
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曳網開始 曳網終了

図 3．イトヨリダイの漁業種類別の漁獲動向 
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市場調査 各調査日における漁業種類別のイトヨ

リダイ類の判別尾数，水揚尾数，体長測定尾数およ

びソコイトヨリの同定尾数，水揚尾数を表 1 に示す． 
（1）大田市場（釣り・延縄） 釣り・延縄では計

2 回の調査を実施した．2021 年 11 月 5 日（1 回目）

は 9 隻がイトヨリダイ類〔11 箱（101 尾）〕を水揚げ

していた．そのうち 2 箱（28 尾）が立・バラ銘柄で

あり，全てがイトヨリダイであった．入合銘柄〔9 箱

（73 尾）〕には 7 尾のソコイトヨリが含まれていた

（図 2 の写真 B～D）．この日のイトヨリダイの尾叉

長範囲は 17～37 cm 台，ソコイトヨリは 18～23 cm
台であった（図 6）．2021 年 11 月 29 日（2 回目）は

7 隻がイトヨリダイ類〔14 箱（170 尾）〕を水揚げし

ていた．そのうち 11 箱（159 尾）が立銘柄であり，

全てがイトヨリダイであった．入合銘柄〔3 箱（11
尾）〕には 5 尾のソコイトヨリが含まれていた． 
（2）大田市場（小底） 小底では計 3 回の調査を

実施した．2021 年 11 月 5 日（1 回目）は，当日に水

揚げをしていた小底漁船 33 隻のうち 2 隻（小底 A, 

B）がイトヨリダイ類〔4 箱（52 尾）〕を水揚げして

いた．そのうち立銘柄は 3 箱（37 尾），入合銘柄は

1 箱（15 尾）で全てがイトヨリダイであった．これ

らの尾叉長範囲は 21～40 cm 台であった．2022 年 11
月 29 日（2 回目）は，当日に水揚げをしていた小底

漁船 31 隻のうち 7 隻がイトヨリダイ類を水揚げし

ていた．このうち 2 隻（小底 C, D）で調査を行い，

小底 C は立銘柄〔25 箱（411 尾）〕のみを水揚げし，

全てがイトヨリダイであった．小底 D は立・バラ銘

柄〔4 箱（259 尾）〕を水揚げしており，そのうちバ

ラ銘柄にソコイトヨリ 1 尾（尾叉長 18 cm 台）が混

在し（図 2 の写真 E），混在割合は 0.39%であった．

加えて小底 D の水揚物には箱に「きいと」と表記の

ある，ソコイトヨリ（34 尾）のみの銘柄があった．

この日のイトヨリダイの尾叉長範囲は 16～38 cm 台，

ソコイトヨリは 18～25 cm 台であった．（図 6）．2023
年 2 月 24 日（3 回目）は，当日に水揚げをしていた

小底漁船 33 隻のうち 3 隻がイトヨリダイ類を水揚

げしており，このうち 1 隻（小底 E）で調査を行っ

図 5．イトヨリダイとソコイトヨリの漁獲量，
ソコイトヨリ漁獲割合の経年変化（ソ
コイトヨリの多くは石見地区東部の小
底によるもの） 
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た．小底 E は立銘柄〔3 箱（61 尾）〕と入合銘柄〔1
箱（25 尾）〕を水揚げし，全てがイトヨリダイであ

った．これらの尾叉長範囲は 18～35 cm 台であった． 
（3）浜田市場（沖底） 沖底では計 5 回（延べ 6

ヶ統）の調査を実施し，そのうち 2 回（2021 年 12 月

1 日と 2022 年 11 月 18 日）でソコイトヨリの混在が

確認された（表 1）．2021 年 12 月 1 日に実施した沖

底 F では 1,303 尾中 12 尾（混在割合 0.92%）がソコ

イトヨリであり，立銘柄（木箱 6 段，木箱 8 段）と

バラ銘柄（木箱バラ）に入っていた（図 2 の写真 F
～H）．また，2022 年 11 月 18 日の沖底 F では 2,205
尾中 1 尾（混在割合 0.05%）がソコイトヨリであり，

立銘柄（木箱 6 段）に入っていた．2022 年 11 月 17
日の沖底H と同年 11 月 18 日の沖底 F の水揚物にお

いて銘柄別に体長を測定したところ，イトヨリダイ

の尾叉長範囲は 17～41 cm 台，混在していたソコイ

トヨリ 1 尾の尾叉長は 21cm 台であった（図 7）． 
なお，両市場に共通して，入合銘柄では一箱に入

れられていた魚種組成と販売データ上の品名を突合

したところ，いずれか一つが代表の魚種名で記録さ

れ，他の魚種は販売データに残っていなかった（表

3）．また，代表の魚種は漁獲量も一箱分として計上

されていた．この代表の魚種は，必ずしも箱内で最

も多い入数の魚種ではなかった． 
標本船による釣獲調査 2023 年 6 月 17 日～2024

年 8 月 24 日の間で 29 回分のデータが得られた．各

操業日における両種の釣獲尾数は 15～52 尾の間で

変動し，全 29 回の調査でイトヨリダイ 727 尾（尾叉

長 107～375 mm），ソコイトヨリ 268 尾（尾叉長 115
～282 mm）が釣獲された（図 8）．全操業日でソコイ

トヨリが混獲され，各操業日の混獲率は 4～61%の

間で変動した（図 9）．調査期間中のソコイトヨリの

混獲率は 27%であり，季別では 2023 年 6 月～8 月

（夏季）が 33%，2023 年 9 月～11 月（秋季）が 28%，

2023 年 12 月～2024 年 2 月（冬季）が 19%，2024 年

3 月～4 月（春季）が 18%，2024 年 7 月～8 月（夏

季）が 27%となり，夏季から秋季にかけて混獲率が

高くなる傾向がみられた． 
トロール調査 調査を行った 7 地点のうち，水深

130 m 前後の A1・A2（底水温 11.2～12.2°C）と B1・
B2（底水温 9.1～9.4°C），水深 120 m 台の C1（底水

温 17.8°C）では両種とも採集されなかった．一方，

C2（水深 120 m 台，底水温 17.8°C）は水深，水温と

もに C1 に近い状況であったが，イトヨリダイのみ

が採集され，D1（水深 110 m 台，底水温 21.2°C）で

はイトヨリダイとソコイトヨリが混獲された．C2 で

図 7．浜田市場に沖底で水揚げされたイトヨリダイとソコイトヨリの銘柄別体長組成（上段：2022 年
11 月 17 日の沖底 H，下段：2022 年 11 月 18 日の沖底 F） 
ソコイトヨリの混在が確認されたのは下段の「木箱 6 段」だけであり，図中の矢印で示した． 
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採集されたイトヨリダイは 3 尾（尾叉長 15 cm 台 1
尾，17 cm 台 2 尾）であった．D1 で採捕されたイト

ヨリダイは 45 尾（尾叉長 13.0～33.5 cm），ソコイト

ヨリは 3 尾（尾叉長 15.5～22.5 cm）であり（図 10），
ソコイトヨリの混獲率は 6.3%であった． 

 
考察 

 
大田市場（釣り・延縄，小底）での混じり イト

ヨリダイ類中のソコイトヨリの混じりの実態に関し

て，大田市場の漁協職員への聞き取りによると，大

田市場ではソコイトヨリはイトヨリダイより安価な

ため，漁業者は両者を分けて出荷するとのことであ

った（2022 年 11 月 29 日聞き取り）． 
釣り・延縄では，市場調査を行った 11 月（秋季）

はソコイトヨリの混獲割合が高くなる時季であるが

（図 9），ソコイトヨリは入合銘柄に入れられており，

イトヨリダイとの混同は確認されなかった（表 1）． 
小底ではソコイトヨリだけの銘柄が確認された船

があったが，この船のイトヨリダイのバラ銘柄にソ

コイトヨリ 1 尾が混じっていることも確認された．

両種の外見は類似するため，誤って混同してしまう

ケースはあると考えられるが，調査を実施した小底

5 隻中の 1 隻だけであり，混在割合も 0.39%と非常

に低いことからイトヨリダイの漁獲量把握に影響を

与える程度ではないと考えられる．大田市場に水揚

げする石見地区東部の小底では過去（2009～2013 年）

にソコイトヨリを多く水揚げしていた（図 5）．ソコ

イトヨリは主に水深 45～90 m に生息するとされ，6)

本調査（トロール調査，釣獲調査）でも水深 120～
130 m 台では採集されず，水深 110 m 台（混獲割合

図 8．標本船による釣獲調査で漁獲されたイト
ヨリダイとソコイトヨリの体長組成 
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表3．入合銘柄における魚種組成と販売データ上の魚種名 

市場 調査日 調査対象 銘柄

イ

ト

ヨ

リ

ダ

イ

ソ

コ

イ

ト

ヨ

リ

マ

ト

ウ

ダ

イ

ウ

ッ
カ

リ

カ

サ

ゴ

ホ

ウ

ボ

ウ

ア

オ

ハ

タ

ア

カ

ア

マ

ダ

イ

カ

イ

ワ

リ

マ

ダ

イ

チ

ダ

イ

キ

ダ

イ

ニ

ベ

科
販売データ上

の魚種名

2021年11月5日 釣・延縄 9隻 入合a 9 1 15 キダイ

入合b 1 2 3 1 アカアマダイ

入合c 9 1 イトヨリダイ

入合d 10 3 1 9 イトヨリダイ

入合e 8 3 1 2 イトヨリダイ

入合f 7 4 3 イトヨリダイ

入合g 9 2 5 アカアマダイ

入合h 8 1 1 4 イトヨリダイ

入合i 6 3 2 4 アカアマダイ

2022年11月29日 釣・延縄 7隻 入合j 3 2 2 16 アオハタ

入合k 4 2 2 5 4 キダイ

入合l 2 1 2 2 3 ハタ科

2021年11月5日 小底B 入合m 15 7 イトヨリダイ

2023年2月24日 小底E 入合n 25 9 イトヨリダイ

2021年11月10日 沖底F 入合o 8 6 21 4 1 ホウボウ

2021年11月19日 沖底G 入合p 22 10 ホウボウ

入合q 13 7 14 イトヨリダイ

2021年12月1日 沖底F 入合r 22 18 ホウボウ

*1  表中の数字は各魚種の入数

*2  背景の着色は銘柄ごとに最も入数が多いものを指す

大田

市場

浜田

市場

*1 *2
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2021年11月5日 小底B 入合m 15 7 イトヨリダイ

2023年2月24日 小底E 入合n 25 9 イトヨリダイ

2021年11月10日 沖底F 入合o 8 6 21 4 1 ホウボウ

2021年11月19日 沖底G 入合p 22 10 ホウボウ

入合q 13 7 14 イトヨリダイ

2021年12月1日 沖底F 入合r 22 18 ホウボウ

*1  表中の数字は各魚種の入数

*2  背景の着色は銘柄ごとに最も入数が多いものを指す

大田

市場

浜田

市場

*1 *2
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採集されたイトヨリダイは 3 尾（尾叉長 15 cm 台 1
尾，17 cm 台 2 尾）であった．D1 で採捕されたイト
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ソコイトヨリの混獲率は 6.3%であった． 
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にソコイトヨリを多く水揚げしていた（図 5）．ソコ

イトヨリは主に水深 45～90 m に生息するとされ，6)

本調査（トロール調査，釣獲調査）でも水深 120～
130 m 台では採集されず，水深 110 m 台（混獲割合

図 8．標本船による釣獲調査で漁獲されたイト
ヨリダイとソコイトヨリの体長組成 

0

50

100

150

50 100 150 200 250 300 350 400 450

ソコイトヨリ（n=268）

イトヨリダイ（n=727）

尾叉長（mm）

漁
獲

尾
数

（
尾

）

表3．入合銘柄における魚種組成と販売データ上の魚種名 

市場 調査日 調査対象 銘柄

イ

ト

ヨ

リ

ダ

イ

ソ

コ

イ

ト

ヨ

リ

マ

ト

ウ

ダ

イ

ウ

ッ
カ

リ

カ

サ

ゴ

ホ

ウ

ボ

ウ

ア

オ

ハ

タ

ア

カ

ア

マ

ダ

イ

カ

イ

ワ

リ

マ

ダ

イ

チ

ダ

イ

キ

ダ

イ

ニ

ベ

科
販売データ上
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2023年2月24日 小底E 入合n 25 9 イトヨリダイ

2021年11月10日 沖底F 入合o 8 6 21 4 1 ホウボウ

2021年11月19日 沖底G 入合p 22 10 ホウボウ

入合q 13 7 14 イトヨリダイ

2021年12月1日 沖底F 入合r 22 18 ホウボウ

*1  表中の数字は各魚種の入数

*2  背景の着色は銘柄ごとに最も入数が多いものを指す

大田

市場

浜田

市場

*1 *2
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6.3%）よりも水深 60～90 m（混獲割合 27%）のより

浅い灘側で混獲割合が高い結果が得られている。石

見地区東部の小底では，近年漁獲対象種が変化して

いる．例えば，水深 100 m 前後よりも浅場で漁獲さ

れるメイタガレイ Pleuronichthys cornutus7)の漁獲量

は減少傾向である．8)一方で，水深 150 m 以深に生息

するアカガレイ Hippoglossoides dubius9)の漁獲量は増

加傾向にあり，10)小底はより沖側の漁場を利用する

ようになり，灘側の漁場での操業頻度が減少してき

たと推察される．また，一般的に灘から沖合にかけ

て水深は深く，底層水温は低くなる傾向があるが，

水深－底層水温の対応関係は一律ではなく，同じ漁

場でも水塊の分布状況により，短期的あるいは長期

的なスケールで底層水温は変動する．小底では漁場

の変化に加えて，底層水温の変動によりソコイトヨ

リの漁獲量が減少した可能性があり，混同の発生頻

度が低くなっている状況に繋がっていると考えられ

る．この点については今後の詳細な検討が必要であ

る． 
浜田市場（沖底）での混じり 浜田市場では沖底

のイトヨリダイ類にソコイトヨリの混じりが確認さ

れ，両種を混同していることが示唆される．6 ヶ統

中の 2 ヶ統で混在割合は 0.92%あるいは 0.05%と非

常に低いことに加え，トロール調査の結果から沖底

が主漁場とする水深 120～130 m 台ではソコイトヨ

リの漁獲はなかったことから，イトヨリダイの漁獲

量把握に影響を与える程度ではないと考えられる．

ただし，1960 年代以降の山口県日本海域でソコイト

ヨリが見られるようになったのは 1990 年代以降と

の報告 11)があり，その出現・漁獲には海洋環境の変

化との関連が推察される．今後の海洋環境の変化に

よっては生息状況が変化し，沖底漁場でもソコイト

ヨリの混じりが増える可能性は否定できないため，

市場での混じりの状況を定期的に確認することが望

ましい． 
今回の市場調査の結果からソコイトヨリの出荷サ

イズは 23 cm 台までであった．一般にソコイトヨリ

は 25 cm 前後以下のものが多い．12)釣獲調査から得

られた結果（図 8）も同様で，最大 28 cm 台であっ

た．したがって，市場調査でソコイトヨリの混じり

を確認するには 28 cm 台以下の銘柄に注視すれば十

分であり，沖底であれば立銘柄の 4 段以下とバラ銘

柄がそれに該当する． 
両市場に共通して，入合銘柄で販売データ上の魚

種がイトヨリダイとなっている場合，その入数が一

箱分に不足する場合でも一箱分の漁獲量としてカウ

ントされてしまう．一方でその逆の場合もあり，結

果としてイトヨリダイの漁獲量が過大となるか過小

となるか，その程度については不明である．また，

この問題はイトヨリダイに限ったことでもない．現

状ではこの問題への対応は難しいため，漁獲量はこ

のことを内包した数値であることを認識しておく必

要があろう。 
今後の課題 以上のように，2021～2023 年の調査

時における市場でのイトヨリダイ類中のソコイトヨ

図 10．トロール調査で採集されたイトヨリダイと
ソコイトヨリの体長組成 
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リの混じりは，イトヨリダイの漁獲量把握に影響を

与える程度ではないが，今後の漁船の操業場所の変

化や海洋環境の変化によってはソコイトヨリの漁獲

量が増え，混同の頻度も増える可能性がある．今後

の資源評価において，コホート解析により資源量推

定を行う段階になる可能性もあり，漁獲されたイト

ヨリダイ類中のソコイトヨリの混じりの状況は定期

的に調べることが望ましい． 
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